
執筆者・引用/参考文献一覧 

 

単元名 人・モノの結びつきからみた朝鮮半島 

該当ページ 1～6 

執筆者 岩渕 満 

引用した 

図版・資料等

の出典 

＜韓国の地理と経済を知ろう＞ 
・「韓国製のスマートフォンの写真」：www.gsmarena.com より 
・「仁川国際空港の写真」：http://ameblo/jp/aisekai25/entry-10389700872.html より 
・「韓国の貿易の変化グラフ」：新詳資料地理の研究，帝国書院，2010 ，p.230 
・「チェルシーのドログバ」 

http://jp.uefa.com/MultimediaFiles/Photo/competitions/DomesticLeague/01/54/3
0/29/1543029_w2.jpg より 

・「タイムススクウェアの写真」：http:blog.yahoo.co.jp/sabenukey/26552402html 
・「大韓航空の主な路線図と料金」：www.koreanair.com/index_jp_jpn.jsp より 
・「大型液晶パネルのシェア」：2012 年版日経業界地図，p.45 
・「携帯電話世界出荷台数」：2012 年版日経業界地図，p.53 
 
＜韓国の地理と経済を捉える概念をつくろう＞ 
・「ＦＴＡ締結数・日韓の比較」： 

www.jetro.go.jp/jfile/report/07000172/100202fta.pdf より 
・「世界のＦＴＡ件数の推移」：JETRO WTO/FTA Colum Vol.47 2007/5/10 
・「韓米首脳の写真」：http://d.hatena.ne.jp/amateur2010/20111102/1320212024

より 
・「ＷＴＯ交渉決裂の新聞記事」：朝日新聞 2008 年 7 月 30 日，東京本社１ページ 
 
＜概念を活用して朝鮮半島の課題を考えよう＞ 
・「対北朝鮮輸出禁止項目」：国連安全保障理事会決議 1718 号 
・「主要品自給率」：石田信隆『韓国の農業の現状とＦＴＡ』農林金融，2004・７，p.5 
・「FTA に反対する韓国の人々の写真」： 

http://plaza.rakuten.co.jp/lalaright/diary/20111109/より 
・「輸出入額の商品別割合」総務省ホームページ 

http://www.stat.go.jp/data/sekai/0901.htm より 
・「農家経済推移（１戸あたり）」：石田信隆『韓国の農業の現状とＦＴＡ』農林金融 ，2004・

７，p.5 

主要参考文献 

・石田信隆『韓国農業の現状と日韓ＦＴＡ』農林金融，２００４  
・奥田聡『韓米ＦＴＡ 韓国対外経済政策の新たな展開』アジア経済研究所，2007 年 
・アジア＆ワールド協会編著『ＢＲＩＣｓとＮＥＸＴ１１のすべて 図でわかる！新興国の実力』

ＰＨＰ研究所，２００８  
・田邊裕監修『世界の地理 22 日本・朝鮮半島（普及版）』朝倉書店，2010 年   
・金美穂『なぜ韓国企業は世界で勝てるのか 新興国ビジネス最前線』ＰＨＰ研究所，2011 年

 

 

単元名 国土の広がりと国民統合からみた中国 

該当ページ 7～12 

執筆者 渡邉 巧 

引用した 

図版・資料等

の出典 

＜中国の文化と政治を知ろう＞ 
・「民族の写真」：王柯 『多民族国家中国』岩波書店，2005 年，冒頭カラー頁 
・「マントウ」：ウィキペディア 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A5%85%E9%A0%AD_(%E4%B8%AD%E5%9B
%BD)より 

・「チベットの鉄道」：中国鉄道倶楽部 http://railway.org.cn/index.html より 
・「東アジア時間帯」：『最新地理図表ＧＥＯ』第一学習社，2007 年，p.7 
・「中国の民族構成」：『アドバンス中学地理資料』帝国書院，2011 年，p.40 
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・「主な民族の分布」：『地理の資料』正進社，2011 年，p.3（後期） 
・「中国路線図」：『新詳地理資料』帝国書院，2011 年，p.145 
 
＜中国の文化と政治を捉える概念をつくろう＞ 
・「劉氏ノーベル平和賞 喜びの声」：朝日新聞，2010 年 10 月 9 日，東京本社 
・「劉 暁波」：ウィキペディア

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%89%E6%9A%81%E6%B3%A2 より 
・「インドネシアの統合と分裂」『新編地理資料 2004』とうほう，2004 年，p.154 
・「独立を喜ぶ東ティモールの人々」：『新詳地理資料』帝国書院，2011 年，p.154 
 
＜概念を活用して中国における課題を考えよう＞ 
・「香港夜景」：ガイドブックにのってない香港 http://hongkong.7as.net/より 
・「チベット・ラサ」：阪急交通社 http://www.hankyu-travel.com/より 
・「フフホト市」：ウィキペディア 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%95%E3%83%9B%E3%83%
88%E5%B8%82 より 

・「パンチェンラマ１１世」：ダライラマ法王日本代表部事務所 
http://www.tibethouse.jp/home.html より 

・「香港民主化デモ」： msn 産経ニュース 
http://sankei.jp.msn.com/world/news/110701/chn11070120190013-n1.htm
より 

・「チベット暴動」：毎日新聞，2008 年，3 月 16 日，朝刊 
・「ダライラマ 14 世」：msn 産経ニュース 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/110710/amr11071016200007-n1.htm
より 

・「一国二制度」：『新編地理資料』とうほう，2010 年，p.231 より要約引用 

主要参考文献 

・池上彰『そうだったのか！中国』集英社文庫，2010 年 
・岩崎美紀子『比較政治学』岩波書店，2005 年 
・大井功『「チベット問題」を読み解く』祥伝社新書，2008 年 
・鄭杭生 奥島孝康編『中国の社会 開放される 12 億の民』，早稲田大学出版部，2002 年 
・毛利和子『現代中国政治』名古屋大学出版会，2004 年 

 

 

単元名 多様性と地域統合からみた東南アジア 

該当ページ 13～18 

執筆者 藤本 奈央子 

引用した 

図版・資料等

の出典 

＜東南アジアの歴史と文化を知ろう＞ 
・「マレーシアの独立式典」：帝国書院『図説地理資料 世界の諸地域 NOW 2011』2011 年，

p.60 
・「マクドナルド店内の礼拝室（インドネシア）」：同 p.61 
・「植民地化される東南アジア」：東京法令出版『新編 地理資料』2010 年，p.236 
・「東南アジアの宗教分布」：帝国書院『新詳 地理資料 COMPLETE 2011』2011 年，

p.153 
・「東南アジアの言語」：東京書籍『地理 B』平成 19 年，p.198 
・「托鉢をする修行僧（ラオス）」：

http://ganref.jp/m/djteppei/portfolios/photo_detail/3c36334d70bc46eeaad2d9
363ec0f333 より 

・「イギリス統治時代の影響の残る町並み（シンガポール）」：帝国書院『図説地理資料 世界の諸
地域 NOW 2011』2011 年，p.60 

  
＜東南アジアの歴史と文化を捉える概念をつくろう＞ 
・「EU 共通通貨ユーロ」：http://www.arukikata.co.jp/rate/EUR.html より 
・「イギリスのポンド紙幣」：http://www.gaitametrader.com/pickup/gbpfx.html より 
・「世界の国々の主な結びつき」：東京法令出版『新編 地理資料』2010 年，p.210 
・「欧州議会（ストラスブール）」：http://gruen.blog.so-net.ne.jp/2008-05-14-1 より 
・「フランスとイタリアの国境」： 
 http://zuccha.blogspot.com/2011/12/pbp2011-stage192.html より 
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・「EU の国旗」：http://www.e-flag.jp/shop/152_4043.html より 
 
＜概念を活用して東南アジアの課題を考えよう＞ 
・「2005 年クアラルンプールで開催された初の東アジア集合会議後に手をつなぐ各国首脳」：

http://www.nikkeibp.co.jp/sj/2/column/i/13/より 
・「アジアの結びつきの構図」：

http://mainichi.jp/select/opinion/closeup/news/20111113ddm003020224000
c.html より 

・「ASEAN における経済格差（各国の１人当たり GDP の比較）」：帝国書院『新詳 地理資料 
COMPLETE 2011』2011 年，p.155 

・「東アジアにおける領土問題の例」： 
http://ajisaibunko.sblo.jp/category/1122017-1.html より 

・「通貨価値の推移」：http://www.financial-j.net/blog/2011/04/001577.html より 
・「ミャンマーの人権侵害に対する抗議活動（ロンドン）」： 

http://blog.livedoor.jp/taisa1978/archives/1182890.html より 
・「東アジアサミットの開催」：ウィキペディア

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%
A2%E3%82%B5%E3%83%9F%E3%83%83%E3%83%88 より 

主要参考文献 

・今井正幸・森彰夫『オルタナティブ国際政治経済学－国際機構・国際紛争・開発援助・地域統
合の再考』彩流社，2010 年 

・吉川敬介「ASEAN 経済協力の指導要因と ASESN Way－国際情勢への対応と機構的特殊性
－」『横浜国際社会科学研究』第 14 巻第 1・2 号，2009 年，pp.65-80 

・中野亜里他『入門 東南アジア現代政治史』福村出版，2010 年 
・野林健他『国際政治経済学・入門 新版』有斐閣，2003 年 
・上智大学アジア文化研究所編『入門東南アジア研究』めこん，1992 年 

 

 

単元名 都市・農村と生活環境からみた南アジア 

該当ページ 19～24 

執筆者 阪上 弘彬 

引用した 

図版・資料等

の出典 

＜インドの地理と社会を知ろう＞ 
・「人口の上位 10」：東京書籍『地理 B』2009 年，p.176 
・「インドの産業別割合」：帝国書院『新詳資料地理の研究』2010 年，p.79 
・「インドの都市人口割合」：東京書籍『地理 B』2009 年，p.176 
・「インドの農村部のようす」：HP「帝国書院」

http://www.teikokushoin.co.jp/photograph/world/photo16.html より 
・「インドの都市部のようす」：東京書籍『地理 B』2009 年，p.176 
・「インドのマクドナルド」：「個人ブログ」 

http://www.teamrenzan.com/archives/writer/nishida/post_163.html より 
・「首都圏の昼夜間人口」：帝国書院，2010，p.172 
 
＜インドの地理と社会を捉える概念をつくろう＞ 
・「都市の構造図」：田辺・渡辺『都市地理学』1985 年，飯塚『植民都市の空間形成』1985

年等を参考に執筆者作成 
・「先進国の都市」：Google Earth を用いて執筆者作成 
・「植民都市の風景」：HP「由井研究室」http://home.hiroshima-u.ac.jp/yyui/index.html

より 
・「空間機能が混在した都市」：田辺『南アジア』1999 年，p.2708 
・「同心円状に拡大した都市」：帝国書院『新詳資料地理の研究』2010，p.174 
・「A(商業施設)」：東京書籍『地理 B』2009 年，p.179 
・「B(役所)」：東京書籍『地理 B』2009 年，p.178 
・「C(住宅地)」：「由井研究室」 http://home.hiroshima-u.ac.jp/yyui/index.html より 
 
＜概念を活用してインドの課題を考えよう＞ 
・「イギリスのニュータウン」：2010 年 11 月 27 日，執筆者撮影 
・「インドのスラム」：田辺『南アジア』1999 年，p.2707 
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・「大都市での道路工事」：帝国書院『図説地理資料 世界の諸地域 NOW』2005，p.67 
・「日本の支援によって整備された地下鉄」：東京書籍『地理 B』2009 年，p.177 
・「日本からインドへの支援を伝える記事」：朝日新聞，2008 年８月６日朝刊，東京本社 
・「先進国とインドのインフラ整備率（1993 年）」：帝国書院『新詳資料地理の研究』2010

年，p.173 

主要参考文献 

・田辺裕監修『南アジア』朝倉書店 1999 年 
・B.L.C.ジョンソン著，山中一郎・松本絹代・佐藤宏・押川文子共訳『南アジアの国土と経済  

第１巻インド』 二宮書店 1991 年 
・岡橋秀典編著『インドの新しい工業化－工業開発の最前線から－』古今書院，2003 年 
・飯塚キヨ著『植民都市の空間形成』大明堂，1985 年 
・田辺健一・渡辺良雄編『都市地理学』朝倉書店，1985 年 

 

 

単元名 資源開発と民主主義からみた西アジア 

該当ページ ２5～３0 

執筆者 松原 直哉 

引用した 

図版・資料等

の出典 

＜西アジアの経済と政治について知ろう＞ 
・「キングダムセンター」：帝国書院『詳細地理資料 COMPLETE 2011』2011 年 
・「イスラームの女性」：帝国書院『詳細地理資料 COMPLETE 2011』2011 年 
・「砂漠の遊牧民ベドウィン」：東京法令出版『新編 地理資料』2010 年 
・「カワール油田」：東京法令出版『新編 地理資料』2010 年 
・「世界の原油の生産と移動」：東京法令出版『新編 地理資料』2010 年 
・「日本の原油の輸入先と輸入依存率」：東京法令出版『新編 地理資料』2010 年 
・「聖地メッカ」：http://time-az.com/main/detail/26576 より 
・「西アジアの政治体制」：浜中新吾「中東諸国における非民主体制の持続要因－レンティア国家

論と体制変動の経路依存性－」日本国際政治学会，2005 年研究大会，をもとに作成 
 
＜西アジアの経済と政治を捉える概念をつくろう＞ 
・「主な国の政府の収入」：帝国書院『詳細地理資料 COMPLETE 2011』2011 年 
・「原油価格の推移」：東京法令出版『新編 地理資料』2010 年 
・「湾岸諸国の石油収入」：細井長『中東の経済開発戦略』ミネルヴァ書房 2005 年 
・「エネルギー資源の可採年数」：「環境価値リテラシーを高めよう」 

http://blogs.yahoo.co.jp/railmaster/archive/2011/11/14 より 
 

＜概念を通して西アジアの課題を考えよう＞ 
・「パーム・ジュメイラ」：帝国書院『詳細地理資料 COMPLETE 2011』2011 年 
・「労働者の国際移動」：帝国書院『詳細地理資料 COMPLETE 2011』2011 年 
・「湾岸諸国の人口構成」：細井長『中東の経済開発戦略』ミネルヴァ書房 2005 年 
・「ドバイの GDP に占める石油・非石油産業の割合」：細井長『中東の経済開発戦略』ミネルヴ

ァ書房 2005 年 
・「サウジで地方選挙へ」：朝日新聞 2011 年 3 月 25 日朝刊, 東京本社 
・「ブルジュ・アル・アラブ」：「TRAVEL DARTS」 

http://www.traveldarts.com/2011/07/burj-al-arab/より 
・「サウジアラビアの人口と失業率」：「世界経済のネタ帳」 

http://ecodb.net/country/SA/imf_persons.html より 
・「ドバイの国際港湾 ジュベル・アリ港」：「weblio 辞書」http://www.weblio.jp/より 

主要参考文献 

・細井長『中東の経済開発戦略』ミネルヴァ書房 2005 年 
・伊藤治夫・清水学・野口勝明『中東政治経済論』国際書院 2003 年 
・福田安志『GCC 諸国の石油と経済開発－石油経済の変化の中で－』アジア経済研究所，1996

年 
・松尾昌樹「レンティア国家論と湾岸諸国の「民主化」」『現代の中東』No.37，2004 年 
・宮田津『ドバイ発・アラブの挑戦 脱石油戦略は成功するか』NTT 出版株式会社，2008 年
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単元名 国家の位置と安全保障からみた中央アジア 

該当ページ 31～36 

執筆者 中村 光則 

引用した 

図版・資料等

の出典 

＜中央アジアの国際関係を知ろう＞ 
・「中央アジアと周辺諸国」：学習の見取り図の地図と同じ地図ソフト 
・「カザフスタンの油田」：http://www.kz.all.biz/ja/s13988/より 
・「中央アジアのパイプライン」：『詳細資料 地理の研究』帝国書院，2010 年，p152。 
・「中央アジア諸国の輸出品目」：岩崎一郎『中央アジア体制移行経済の制度分析 政府－企業

間関係の進化と経済成果』東京大学出版会，2004 年，ｐ95 をもとに作成 
・「シルクロードと仏教の広がり」： 

http://todaibussei.or.jp/asahi_buddhism/11.html より 
・「紺瑠璃坏」：http://nagisa-minami.at.webry.info/200810/article_6.html より 
・「五弦琵琶」：http://www4.ocn.ne.jp/~riria/japan/4-raden/4-shosoin.html より 
 
＜中央アジアの国際関係を捉える概念をつくろう＞ 
・「ベルリンの壁」http://www.mauer.jp/mauer0/mauer0.html より 
・「アメリカ・ベトナム会談」：

http://vietnam.vnagency.com.vn/VNP/ja-JP/13/105/105/19003/Default.asp
x より 

・「東西冷戦の世界」： 
http://www.yk.rim.or.jp/~kimihira/map/reisen_hokkyoku.htm より 

・「日本の輸出入相手国（上位 10 カ国）・日本の貿易相手国（上位 10 か国）： 
http://www.jetro.go.jp/world/japan/stats/trade/  
矢野恒太記念会『数字でみる日本の 100 年 改訂第３版』国勢社，1991 年をもとに作成 

・「上海協力機構」： 
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83
%AB:Countries-SCO.png をもとに作成 

 
＜概念を活用して中央アジアの課題を考えよう＞ 
・「ウズベキスタン大統領をロシア大統領訪問」：

http://www.afpbb.com/article/politics/2056388/549651 より 
・「永世中立を記念したニュートラリティ・アーチ」

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%83
%A1%E3%83%8B%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3 より 

・「米国とウズベキスタンの軍事提携」：
http://hiddennews.cocolog-nifty.com/gloomynews/2005/05/w_b8de.html より 
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